


スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

■ テニス

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に考え、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約、選手と対
等の関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯 西村 佳世
● 選手の支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟にオフィ
シャルパートナーとして支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券



− 1−

ごあいさつ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人  全日本アーチェリー連盟  

会  長   世  耕   弘  成  
 

 

第 5８回  全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会が、東京都夢の島公園

アーチェリー場にて盛大に開催される運びとなり、心よりお慶び申し上げます。また、

本大会に参加される選手の皆様に、心から歓迎の意を表します。 

今大会で参加される選手の皆様には日々の研鑽の成果を遺憾なく発揮され、皆様

の努力と情熱が結実する素晴らしい競技会になりますよう期待いたします。今大会

は、過去大会史上最大の参加者になると聞いております。参加される選手の皆様が、

最高のパフォーマンスを発揮されますように願っております。 

2024 年 7 月にフランス・パリで開催されたオリンピック・パラリンピック競技大会

が終了して早いもので 1 年が過ぎようとしております。2025 年は、これまで本連盟

と強化協定を結んでいただいている韓国・光州広域市で、世界選手権大会が開催さ

れます。また、2026 年度には愛知・名古屋 2026 アジア競技大会アーチェリー競技

が、岡崎市で開催されます。2028 年のアメリカ・ロスアンゼルスでのオリンピック競

技大会には、コンパウンド部門競技も加わります。是非日本チーム悲願の金メダル獲

得を目指して頑張っていただきたいと思います。 

スポーツには無限の力があります。多様なスポーツの力を社会へと届けていくため

にアスリート同士が互いを尊重し、仲間を思いやる心を持って競技に臨むことで、社

会へ貢献することができると確信いたします。アーチェリー競技は生涯にわたって楽

しむことのできるスポーツであり、世代を超えたプレーヤーの交流を促進し、社会人

世代のアスリートも、若い世代と共に役割を果たし、長く続けていただくことを心より

願っております。 

最後になりますが、この大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係各

位に、心より感謝と敬意を表し、ご挨拶とさせていただきます。 



− 2−

 

【スローガン】  

【ビジョン】 
アーチェリーを通して、健康的で明るく、心豊かな生活を創造します。 

 

【目 的】 
アーチェリーに関わる世界中の人々が、信頼と尊重で結ばれることが、私たちの真のターゲットです。 

 

【めざす姿】 
選手、役員、アーチェリーに関わるすべての人が、お互いを思いやり、世代を超えて連繋しあう、明る

いアーチェリー界。 

 

【新しい体制による取り組み】 
多様性を重んじ、他者を尊重し、互いを認め合いながら、新しいことにチャレンジし、広く愛されるア

ーチェリー界を創造する。 

 

【行動指針】 
私たちは 3つの 「Ｆ」 に基づいて行動します。 

★Ｆａｉｒｐｌａｙ 

 互いを尊重し、公正かつ誠実に行動します。 

★Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ 

 老若男女・ハンディキャップ・国境の壁を超えて、仲間を増やします。 

★Ｆｉｇｈｔｉｎｇ ｓｐｉｒｉｔ 

 目標に向け、日々の研鑽を惜しまず、自己を成長させます。 

 

【選手の心構え】 
礼儀を尊び規律を遵守し、参加者との友好親善に努める。（JOC日本選手団編成方針からの抜粋） 

 

オリンピック憲章の根本原則（抜粋） 
オリンピズムの目的は、 人間の尊厳の保持に重きを置く平和な社会の推進を目指すた

めに、 人類の調和のとれた発展にスポーツを役立てることである。 

スポーツをすることは人権の 1 つである。 すべての個人はいかなる種類の差別も受

けること なく、オリンピック精神に基づき、スポーツをする機会を与えられなければな

らない。 オリンピック精神においては友情、 連帯、 フェアプレーの精神とともに相互

理解が求められる。 
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【環境宣言 スローガン】 

「来たときよりもきれいに！」 
１． 私たちはアーチェリーを楽しみ、豊かな未来のために地球環境をより良くするよう行動します。 

２． みんなでスポーツの未来を考え、みんなで今の環境を大切にしよう。 

３． エネルギー・資源の節減、ごみの分別、リユースできることを考えよう。 

４． 人・水・空気・土の大切さを考え、環境活動をみんなと協力して実践しよう。 

５． 環境を考え、模範となり、継続的な活動を実践しよう。 

６． アスリートが良い環境で競技できるようにしよう。 

７． ルールとマナーを順守しアーチェリーを安全に楽しみ環境に貢献しよう。 
 

【安全宣言】 
１． 私たちは、たとえ矢をセットしていなくても、決して弓を人に向けません。これがアーチェリー最
大のマナー常識です。 

２． 私たちは、アーチェリーに真剣に取り組みます。 

３． 私たちは、ルールを守ります。 

４． 私たちは、アーチェリーを自己責任のスポーツであることを理解します。 

５． 私たちは、事故撲滅のため、「安全マナー」「事故防止に向けて」などの基本を守って事故ゼロを
宣言します。 

６． 私たちは、指導者・管理者の注意を守ります。 

７． 指導者は、先ず安全教育から始めます。 

８． 指導者は、技術と共に、心豊かな人材育成を心がけます。 

９． 私たちは、相手を誠実に思いやり、尊敬し、真剣に競技して、良いアスリート・心豊かな人になる
ことを宣言します。 

 

 

 

 

支援ステーション・ホットライン（相談・通報窓口）を設置しています 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟（以下「本連盟」という）は、公益通報者保護法に基づき、

内部通報の受付等に対応するため、外に「通報受付窓口」を設置し、内部通報の取り扱いに関す

る体制を整備しています。 

※ 詳細は連盟ホームページ「内部通報制度運用規程」より確認ください。 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟ホームページ  https://www.archery.or.jp 

 



［引受幹事保険会社］ 
東京海上日動火災保険株式会社

［共同引受保険会社（2025年4月予定）］ 
あいおいニッセイ同和／共栄火災／損保ジャパン／大同火災／
東京海上日動／日新火災／三井住友海上／AIG損保

#スポーツチーム  #大学クラブ  #スポーツ少年団  #放課後事業
#総合型地域スポーツクラブ  #教室  #部活動地域移行  #文化系サークル  #ボランティア

保険の詳しい内容、
資料の請求は、
ホームページを
ご覧ください。 

スポーツ／文化活動／ボランティア活動

スポーツ安全保険Ⓡ

小さな掛金で充実補償

熱中症も対象

ネットで簡単手続き

インターネットでかんたん加入

団体活動のための総合補償

令和7年1月作成　24TC-005947
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大 会 会 長 世 耕 弘 成

大 会 副 会 長 上 月 良 祐 松丸 喜一郎

大 会 顧 問 飯 塚 十 朗 久 保 允 誉 末 田 実 島 田 晴 男 宮 﨑 利 帳

穂苅 美奈子

大 会 委 員 長 田 中 伸 周

大会副委員長 砂 盛 京 子 小 澤 純 史 河 合 徳 之 小 杉 理 加

大 会 委 員 渓 充 樋 口 彰 紀 髙 坂 幸 美 髙 山 樹 里 小 高 映 基

菅 原 正 幸 篠 原 正 俊 内 間 春 野 桜木 由美子 野 崎 剛

坂田 百合子 武 井 揺 子 竹 田 映 山ノ内 祥訓 大 倉 有 子

山 首 一 恵 樋 口 弘 恵 千代丸 雄晴

上 訴 委 員 長 田 中 伸 周

上 訴 委 員 祝 迫 修 田 中 俊 之

競 技 委 員 長 小 杉 理 加

総 務 委 員 長 砂 盛 京 子

総 務 委 員 桜木 由美子 武 井 揺 子 五十棲 啓子 中 田 光 俊 狩 野 純 子

富 岡 和 子 成 田 英 司 湯 淺 修

審 判 長 山ノ内 祥訓

副 審 判 長 澤 口 貢

審 判 員 河 合 徳 之 髙 坂 幸 美 内 間 春 野 坂田 百合子 猪 口 茂 樹

菊 地 修 三 山 口 裕 子 川 上 憲 二 園 田 孝 史 佐 富 久 美

中 袴 田 学 加 来 剛 金 相 勳 廣 崎 敦 伊 藤 嘉 章

冨 樫 文 憲 玉 岡 弘 子 清 水 憲 彬 有 本 栄 子 池 田 寛 治

Ｄ Ｏ Ｓ 小野寺 長久

副 Ｄ Ｏ Ｓ 樋 口 彰 紀

記 録 長 篠 原 正 俊

記 録 員 堀 浩 一 郎 柳 誠 一 朗 西 村 凱 貴

　大　　会　　役　　員

上　訴　委　員　会

　競　　技　　役　　員
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14:00 会場オープン

14:15 ～ 17:00 受付・用具検査

14:15 ～ 17:00 練習

17:00 ～ 17:10 監督会議

17:10 ～ 17:30 開会式

予選ラウンド　第1部（RC一般女子・壮年女子・50＋男子、ＣＰ一般男子・女子・50+男子・女子）
8:00 会場オープン

9:00 ～ 第1部 練習（３エンド練習後、直ちに競技開始）

～ 12:15 第1部 予選ラウンド（72射　2立で進行）

12:40 　 第1部 予選通過者発表　

予選ラウンド　第2部（RC一般男子・壮年男子・50＋女子、ＢＢ男子・女子）
13:30 ～ 第2部 練習（３エンド練習後、直ちに競技開始）

～ 16:45 第2部 予選ラウンド（72射　2立で進行）

17:10 ～ 第2部 予選通過者発表　

※進行状況により時間の変更があります

8:30 会場オープン

9:00 ～ 9:15 練習(RC一般男子・女子、RC壮年男子、RC50＋男子、CP一般男子)　　　　　

9:15 ～ 9:45 1/16イリミネーションラウンド(RC一般男子　同時行射)

1/8イリミネーションラウンド(RC一般女子、RC壮年男子　同時行射)

1/4ファイナルラウンド(RC50＋男子、CP一般男子　同時行射)　

9:55 ～ 10:25 1/8イリミネーションラウンド(RC一般男子　同時行射)

1/4ファイナルラウンド(RC一般女子、RC壮年男子　同時行射)　

セミファイナルラウンド(RC50＋男子、CP一般男子　同時行射)　

10:40 ～ 10:55 練習(RC一般男子・女子、RC壮年男子・女子、RC50＋女子、CP一般男子、CP50＋男子・女子、　　　　

BB男子・女子)　

10:55 ～ 11:25 1/4ファイナルラウンド

　　　(RC一般男子、RC壮年女子、RC50＋女子、CP50＋男子、BB男子　同時行射)　

セミファイナルラウンド

　　　(RC一般女子、RC50壮年男子、CP一般女子、CP50＋女子、BB女子　同時行射)　

11:35 ～ 12:05 セミファイナルラウンド

　　　(RC一般男子、RC壮年女子、RC50＋女子、CP50＋男子、BB男子　同時行射)　

12:15 ～ 12:45 ブロンズメダルマッチ(CP・BBの全種別　同時行射)

12:45 13:15 ブロンズメダルマッチ(RCの全種別　同時行射)

ゴールドメダルマッチ(全部門・全種別　交互行射)

13:30 ～ 14:00 BB男子・女子

14:00 ～ 14:30 CP一般男子・一般女子、CP50+男子・女子

14:30 ～ 15:00 RC一般男子・一般女子、RC壮年男子・壮年女子、RC50＋男子・女子

15:30 ～ 表彰式・閉会式

※　進行状況により時間の変更があります

　　 開始時間が早まることも予想されますので、時間に余裕をもって行動してください

競技進行予定表

第1日目　6月27日(金)

第3日目　6月29日(日)

第2日目　6月28日(土)

競技は全日本アーチェリー連盟競技規則２０２4～２０２5年版によって行う。

① 用具検査は指定された時間と場所で、監督・コーチとともに検査を受けること。

② 用具（予備用具を含む）、および服装（競技者番号を含む）は、競技に使用するもので検査を行うこと。

③ 競技中に用具検査を受けていない用具を使用する場合、必ず事前に審判員の検査を受けること。

④ 競技者番号は競技者のクィーバーまたは太腿に明瞭に表示し、競技中は常にシューティングライン後方から見える

    ようにすること。

    なお、ユニフォーム等に表示する広告についてはユニフォーム等掲載商業広告規程に則って取り扱う。

① リカーブ部門一般および壮年は７０ｍラウンド、リカーブ部門50＋は60ｍラウンド、コンパウンド部門は５０ｍラ

　  ウンド、ベアボウ部門はベアボウ５０ｍラウンドの競技にて行う。

② リカーブ部門およびベアボウ部門は１標的4名、コンパウンド部門は１標的１名で行射する。なお、各標的にはＳＬ上

    に選手の行射位置を表すマークを設置しているので、そのマークの上に立って行射すること。

③ 予選ラウンドに先立ち練習時間を設ける（３エンド練習後、直ちに競技開始）。

④ 行射はＡＢ-ＣＤの２立とし、ＡＢ-ＣＤ矢取り、ＣＤ-ＡＢ矢取りの繰り返しで行い、制限時間は180秒とする。

⑤ 使用する弓具等は、ウェイティングライン後方に整理しておく。弓具・スコープ等はメディアレーンの通行の障害に

    ならないこと。

⑥ 予選通過人数は、ＲＣ部門 一般男子３２名・一般女子１６名・壮年男子16名・壮年女子8名・50＋男子8名・50＋女

　　子8名、ＣＰ部門 一般男子８名・一般女子４名・50+男子8名、50＋女子4名、ＢＢ部門 男子8名・女子4名とする。

① リカーブ部門はオリンピックラウンド、コンパウンド部門はコンパウンドマッチラウンド、ベアボウ部門はベアボウ

　　マッチラウンドにて競技を行う。

② オリンピックラウンドおよびベアボウマッチラウンドはブロンズメダルマッチまで、90秒同時行射・３射５セット

    マッチで行い、先に６ポイント獲得した競技者を勝者とする。

    ５セット終了時、同ポイントの場合、シュートオフを行う。シュートオフは１射３０秒とする

    ゴールドメダルマッチは１射２０秒の交互射ちとし、シュートオフに関しても１射２０秒の交互射ちとする。

③ コンパウンドマッチラウンドはブロンズメダルマッチまで、90秒同時行射・３射５エンド行い、１５射の合計点が

    高い競技者を勝者とする。

    ５エンド終了時、同点の場合、シュートオフを行う。シュートオフは１射３０秒とする

    ゴールドメダルマッチは１射２０秒の交互射ちとし、シュートオフに関しても１射２０秒の交互射ちとする。

④ 参加選手以外は観客席で観覧すること。

⑤ イリミネーションラウンドの前に練習の時間を設ける。

⑥ イリミネーションラウンド前の練習は、競技で使用する標的で練習を行う。

イリミネーションラウンド～ファイナルラウンド

競技上の注意

予選ラウンド

競技規則

用具検査
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14:00 会場オープン

14:15 ～ 17:00 受付・用具検査

14:15 ～ 17:00 練習

17:00 ～ 17:10 監督会議

17:10 ～ 17:30 開会式

予選ラウンド　第1部（RC一般女子・壮年女子・50＋男子、ＣＰ一般男子・女子・50+男子・女子）
8:00 会場オープン

9:00 ～ 第1部 練習（３エンド練習後、直ちに競技開始）

～ 12:15 第1部 予選ラウンド（72射　2立で進行）

12:40 　 第1部 予選通過者発表　

予選ラウンド　第2部（RC一般男子・壮年男子・50＋女子、ＢＢ男子・女子）
13:30 ～ 第2部 練習（３エンド練習後、直ちに競技開始）

～ 16:45 第2部 予選ラウンド（72射　2立で進行）

17:10 ～ 第2部 予選通過者発表　

※進行状況により時間の変更があります

8:30 会場オープン

9:00 ～ 9:15 練習(RC一般男子・女子、RC壮年男子、RC50＋男子、CP一般男子)　　　　　

9:15 ～ 9:45 1/16イリミネーションラウンド(RC一般男子　同時行射)

1/8イリミネーションラウンド(RC一般女子、RC壮年男子　同時行射)

1/4ファイナルラウンド(RC50＋男子、CP一般男子　同時行射)　

9:55 ～ 10:25 1/8イリミネーションラウンド(RC一般男子　同時行射)

1/4ファイナルラウンド(RC一般女子、RC壮年男子　同時行射)　

セミファイナルラウンド(RC50＋男子、CP一般男子　同時行射)　

10:40 ～ 10:55 練習(RC一般男子・女子、RC壮年男子・女子、RC50＋女子、CP一般男子、CP50＋男子・女子、　　　　

BB男子・女子)　

10:55 ～ 11:25 1/4ファイナルラウンド

　　　(RC一般男子、RC壮年女子、RC50＋女子、CP50＋男子、BB男子　同時行射)　

セミファイナルラウンド

　　　(RC一般女子、RC50壮年男子、CP一般女子、CP50＋女子、BB女子　同時行射)　

11:35 ～ 12:05 セミファイナルラウンド

　　　(RC一般男子、RC壮年女子、RC50＋女子、CP50＋男子、BB男子　同時行射)　

12:15 ～ 12:45 ブロンズメダルマッチ(CP・BBの全種別　同時行射)

12:45 13:15 ブロンズメダルマッチ(RCの全種別　同時行射)

ゴールドメダルマッチ(全部門・全種別　交互行射)

13:30 ～ 14:00 BB男子・女子

14:00 ～ 14:30 CP一般男子・一般女子、CP50+男子・女子

14:30 ～ 15:00 RC一般男子・一般女子、RC壮年男子・壮年女子、RC50＋男子・女子

15:30 ～ 表彰式・閉会式

※　進行状況により時間の変更があります

　　 開始時間が早まることも予想されますので、時間に余裕をもって行動してください

競技進行予定表

第1日目　6月27日(金)

第3日目　6月29日(日)

第2日目　6月28日(土)

競技は全日本アーチェリー連盟競技規則２０２4～２０２5年版によって行う。

① 用具検査は指定された時間と場所で、監督・コーチとともに検査を受けること。

② 用具（予備用具を含む）、および服装（競技者番号を含む）は、競技に使用するもので検査を行うこと。

③ 競技中に用具検査を受けていない用具を使用する場合、必ず事前に審判員の検査を受けること。

④ 競技者番号は競技者のクィーバーまたは太腿に明瞭に表示し、競技中は常にシューティングライン後方から見える

    ようにすること。

    なお、ユニフォーム等に表示する広告についてはユニフォーム等掲載商業広告規程に則って取り扱う。

① リカーブ部門一般および壮年は７０ｍラウンド、リカーブ部門50＋は60ｍラウンド、コンパウンド部門は５０ｍラ

　  ウンド、ベアボウ部門はベアボウ５０ｍラウンドの競技にて行う。

② リカーブ部門およびベアボウ部門は１標的4名、コンパウンド部門は１標的１名で行射する。なお、各標的にはＳＬ上

    に選手の行射位置を表すマークを設置しているので、そのマークの上に立って行射すること。

③ 予選ラウンドに先立ち練習時間を設ける（３エンド練習後、直ちに競技開始）。

④ 行射はＡＢ-ＣＤの２立とし、ＡＢ-ＣＤ矢取り、ＣＤ-ＡＢ矢取りの繰り返しで行い、制限時間は180秒とする。

⑤ 使用する弓具等は、ウェイティングライン後方に整理しておく。弓具・スコープ等はメディアレーンの通行の障害に

    ならないこと。

⑥ 予選通過人数は、ＲＣ部門 一般男子３２名・一般女子１６名・壮年男子16名・壮年女子8名・50＋男子8名・50＋女

　　子8名、ＣＰ部門 一般男子８名・一般女子４名・50+男子8名、50＋女子4名、ＢＢ部門 男子8名・女子4名とする。

① リカーブ部門はオリンピックラウンド、コンパウンド部門はコンパウンドマッチラウンド、ベアボウ部門はベアボウ

　　マッチラウンドにて競技を行う。

② オリンピックラウンドおよびベアボウマッチラウンドはブロンズメダルマッチまで、90秒同時行射・３射５セット

    マッチで行い、先に６ポイント獲得した競技者を勝者とする。

    ５セット終了時、同ポイントの場合、シュートオフを行う。シュートオフは１射３０秒とする

    ゴールドメダルマッチは１射２０秒の交互射ちとし、シュートオフに関しても１射２０秒の交互射ちとする。

③ コンパウンドマッチラウンドはブロンズメダルマッチまで、90秒同時行射・３射５エンド行い、１５射の合計点が

    高い競技者を勝者とする。

    ５エンド終了時、同点の場合、シュートオフを行う。シュートオフは１射３０秒とする

    ゴールドメダルマッチは１射２０秒の交互射ちとし、シュートオフに関しても１射２０秒の交互射ちとする。

④ 参加選手以外は観客席で観覧すること。

⑤ イリミネーションラウンドの前に練習の時間を設ける。

⑥ イリミネーションラウンド前の練習は、競技で使用する標的で練習を行う。

イリミネーションラウンド～ファイナルラウンド

競技上の注意

予選ラウンド

競技規則

用具検査
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　【予選ラウンド】

① 得点記録は同的競技者の相互で行う。その矢を所有する競技者の呼称にしたがって、同的の競技者が記入を行う。

    同的の残りの競技者は的中得点の確認ならびに得点記入を確認すること。矢を抜き取る前に発見されたスコアカ

    ードの間違いは、その標的のすべての競技者が同意し、その標的のすべての競技者がサインをしなければならない。

② スコアカードの各回の記入欄には素点及び小計点を記入する。３６射および７２射終了後は、合計点・１０点数・Ｘ数、

    競技者署名、記録者署名をすべて記入し、審判員に提出すること。

③ 矢の得点に疑義が生じた場合、矢が標的から抜き取られる前に審判員に判定を求める。

④ 採点後、矢を抜き取る前に、的中孔に適切なチェックを行う。

⑤ 予選ラウンド終了後、確認用成績をＷＥＢ上で発表する。異議申し立ての時間は１０分間とする。異議申し立ての

    時間については放送により指示する。異議申し立てがある場合は、記録本部まで申し出ること。異議申し立ての

  　時間後の異議は認めない。

　【イリミネーションラウンド～ファイナルラウンド】

① イリミネーションラウンドからファイナルラウンドのブロンズメダルマッチまでは、スコアカードへの素点・合計点

    の記入は対戦する競技者相互で行う。

② 各カテゴリーともゴールドメダルマッチにおいては、エージェントが競技者の代理で得点記録の確認を行う。

　  エージェントは競技者が手配する（エージェントは競技者と同等、または、スポーツに適した服装であること）。

    ただし、手配できない場合、その旨を競技本部に申し出ること。その際のエージェントは競技本部にて選任する。

③ オリンピックラウンドおよびベアボウマッチラウンドにおいては、すべての対戦において、両競技者または両エー

    ジェントがスコアカードに署名することにより、素点・得点・各セットのポイント・累計ポイントおよびそのマッチの

    勝敗に同意したことを意味する。

    コンパウンドマッチラウンドにおいては、すべての対戦において、両競技者または両エージェントがスコアカード

    に署名することにより、素点・小計点・累計得点およびそのマッチの勝敗に同意したことを意味する。

　【競技期間中の共通事項】

事情により事前に届け出れば、採点行為の代行を本人の推薦人に代えることができる。

選手が大会の秩序を著しく乱した場合、全日本アーチェリー連盟競技規則の規定に基づき競技者を失格とみなし、

退場処分とする事がある。

競技運営に関する申し立ては、全て競技本部にて受け付ける。申し立てに対しては競技委員長、審判長、ＤＯＳの三者

による裁定とする。

得点記録・速報について

失格について

異議・抗議について
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　【予選ラウンド】

① 得点記録は同的競技者の相互で行う。その矢を所有する競技者の呼称にしたがって、同的の競技者が記入を行う。

    同的の残りの競技者は的中得点の確認ならびに得点記入を確認すること。矢を抜き取る前に発見されたスコアカ

    ードの間違いは、その標的のすべての競技者が同意し、その標的のすべての競技者がサインをしなければならない。

② スコアカードの各回の記入欄には素点及び小計点を記入する。３６射および７２射終了後は、合計点・１０点数・Ｘ数、

    競技者署名、記録者署名をすべて記入し、審判員に提出すること。

③ 矢の得点に疑義が生じた場合、矢が標的から抜き取られる前に審判員に判定を求める。

④ 採点後、矢を抜き取る前に、的中孔に適切なチェックを行う。

⑤ 予選ラウンド終了後、確認用成績をＷＥＢ上で発表する。異議申し立ての時間は１０分間とする。異議申し立ての

    時間については放送により指示する。異議申し立てがある場合は、記録本部まで申し出ること。異議申し立ての

  　時間後の異議は認めない。

　【イリミネーションラウンド～ファイナルラウンド】

① イリミネーションラウンドからファイナルラウンドのブロンズメダルマッチまでは、スコアカードへの素点・合計点

    の記入は対戦する競技者相互で行う。

② 各カテゴリーともゴールドメダルマッチにおいては、エージェントが競技者の代理で得点記録の確認を行う。

　  エージェントは競技者が手配する（エージェントは競技者と同等、または、スポーツに適した服装であること）。

    ただし、手配できない場合、その旨を競技本部に申し出ること。その際のエージェントは競技本部にて選任する。

③ オリンピックラウンドおよびベアボウマッチラウンドにおいては、すべての対戦において、両競技者または両エー

    ジェントがスコアカードに署名することにより、素点・得点・各セットのポイント・累計ポイントおよびそのマッチの

    勝敗に同意したことを意味する。

    コンパウンドマッチラウンドにおいては、すべての対戦において、両競技者または両エージェントがスコアカード

    に署名することにより、素点・小計点・累計得点およびそのマッチの勝敗に同意したことを意味する。

　【競技期間中の共通事項】

事情により事前に届け出れば、採点行為の代行を本人の推薦人に代えることができる。

選手が大会の秩序を著しく乱した場合、全日本アーチェリー連盟競技規則の規定に基づき競技者を失格とみなし、

退場処分とする事がある。

競技運営に関する申し立ては、全て競技本部にて受け付ける。申し立てに対しては競技委員長、審判長、ＤＯＳの三者

による裁定とする。

得点記録・速報について

失格について

異議・抗議について

アーチェリーの競技について 

 

現在日本国内で行われているアーチェリー競技は、ターゲットとフィールドのほぼ 2 種目です。 

全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会は、ターゲット競技の中の、社会人の年間チャンピオ

ンを決定する競技会です。 

アウトドアアーチェリーラウンドは屋外の平坦なグラウンドで行われる競技です。使用する弓の形状に

よってリカーブ部門、コンパウンド部門、ベアボウ部門に分かれます。 

リカーブ部門で使用される弓は、弓の両端部分が反り返った（Recurve）形状をしたものです。一般的

に、サイト(照準器)、スタビライザー(安定器)、クリッカー（引き尺確認装置）などのアクセサリーを装着

します。オリンピックや国民スポーツ大会ではこのタイプの弓だけが使用を認められています。 

コンパウンド部門で使用される弓は、弓の両端部分に偏芯滑車がついており、この作用によって引き

重量が途中で軽くなって引き易く射ちやすくなります。この部門では発射補助装置（リリーサー）を使

用することもできます。 

また、近年日本でも人気がでてきたのが、ベアボウ部門です。サイトや安定器などを装着せず、射手の

感覚によって矢を放つスタイルです。2021 年から全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会に

もベアボウ部門が加えられました。 

リカーブ 
リムの先端が、逆反りした形状の弓。オリンピックと国民体育大会では、この

タイプの弓だけが使用を認められています。 

コンパウンド 
両リムの先端に付けられた偏芯滑車の作用で、引き加重が途中で軽くなる

弓。リリーサー（発射装置）の使用も認められています。 

ベアボウ 
弓の形状はリカーブの弓と同じですが、サイト（照準器）やスタビライザー

（安定器）などを装着せず、射手の感覚によって矢を放つ弓のスタイルです。 

リカーブ部門 

７０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を７

０ｍラウンドといい、国内では、このラウンドだけを単独の競技会として、数多く実施されています。こ

の競技会では年齢区分の「一般」と 40 歳以上の「壮年」種別がこの距離で競技を行います。 

今大会より正式種目に加わった年齢区分５０歳以上の「50＋（マスター）」種別は、60ｍの距離で射つ

60ｍラウンドを実施します。 

標的の直径は１２２ｃｍ、５色の色環帯（中心から、黄、赤、青、黒、白色）で構成され、これがさらに 2 個

ずつの得点帯に分割され、直径 12.2ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最外側

の得点帯が１点になります。 

全日本社会人選手権大会では、７０ｍ/60ｍラウンドが予選となり、一般男子は 32 名、一般女子およ

び壮年男子は 16名、壮年女子、50＋男子および女子は8名が決勝ラウンドに進出することができま

す。決勝ラウンドはトーナメント方式となり、１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制による１対１の

マッチ戦が、７０ｍ/60ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われます。セットポイントは、勝てば２ポイント、 

引分けは両者に１ポイント、負ければ０ポイントで、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者となります。 
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昨年のリカーブ男子 決勝戦の様子 

 

コンバウンド部門 

５０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本打ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をコ

ンパウンド５０ｍラウンドといいます。2028年のオリンピック・ロサンゼルス大会では、コンパウンドの

ミックス団体戦が成績種目に採用され、注目を集めている競技です。 

標的の直径は４８ｃｍ、３色の色環帯（中心から、黄、赤、青色）で構成され、これがさらに２個ずつの得

点帯に分割され、直径８ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最外側の得点帯が５

点になります。この標的の原型は直径８０ｃｍで、色環帯は 122cm 標的と同じ５色でしたが、外側の

黒、白色が取り除かれており、「８０ｃｍ-６リング標的面」といいます。 

全日本選手権大会や世界選手権大会では、このコンパウンド５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者

がトーナメント方式の決勝ラウンドに進出することができます。決勝ラウンドは１対１のマッチ戦が、予

選ラウンドと同じ距離、同じ標的を使用して行われます。１エンド９０秒３射（３０点満点）を５エンド射ち、

その合計得点の高い選手が勝者となります。 

 80ｃｍ-6 リング標的面               コンパウンド マッチ戦 
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昨年のリカーブ男子 決勝戦の様子 

 

コンバウンド部門 

５０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本打ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をコ

ンパウンド５０ｍラウンドといいます。2028年のオリンピック・ロサンゼルス大会では、コンパウンドの

ミックス団体戦が成績種目に採用され、注目を集めている競技です。 

標的の直径は４８ｃｍ、３色の色環帯（中心から、黄、赤、青色）で構成され、これがさらに２個ずつの得

点帯に分割され、直径８ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最外側の得点帯が５

点になります。この標的の原型は直径８０ｃｍで、色環帯は 122cm 標的と同じ５色でしたが、外側の

黒、白色が取り除かれており、「８０ｃｍ-６リング標的面」といいます。 

全日本選手権大会や世界選手権大会では、このコンパウンド５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者

がトーナメント方式の決勝ラウンドに進出することができます。決勝ラウンドは１対１のマッチ戦が、予

選ラウンドと同じ距離、同じ標的を使用して行われます。１エンド９０秒３射（３０点満点）を５エンド射ち、

その合計得点の高い選手が勝者となります。 

 80ｃｍ-6 リング標的面               コンパウンド マッチ戦 

 

 

ベアボウ部門 
２０２０年からターゲット競技として新たに加わったベアボウ部門は、５０ｍの距離から制限時間１８０

秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をベアボウ５０ｍラウンドといい、リ

カーブと同じ直径１２２ｃｍの標的を使用します。 

ベアボウ部門はサイト（照準器）やスタビライザー（安定器）、クリッカー（引き尺確認装置）などがなく、

射手の感覚のみで矢を放つ、アーチェリーの原点と言えるスタイルで、全日本社会人選手権大会では２

０２１年から正式種目となりました。 

全日本社会人選手権大会ではベアボウ５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者がトーナメント方式で

行う決勝ラウンドに進出します。 

決勝ラウンドは１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制による１対１のマッチ戦が、予選と同じ５０ｍ

で１２２ｃｍ標的を使用して行われ、リカーブ部門と同様、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年のベアボウ女子 決勝戦の様子 
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第1部
【コンパウンド部門 一般男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

1A 内藤　紀仁 ナイトウ　ノリヒト 愛知県 ARIKO ARCHERY CLUB

1Ｂ 正木　陽登 マサキ　ハルト 千葉県 エスエス製薬株式会社

1Ｃ 岩下　怜央 イワシタ　レオ 東京都 三鷹市アーチェリー協会

1Ｄ 小竹　一樹 コタケ　カズキ 愛知県 三菱電機エンジニアリング株式会社

2A 宮田　存 ミヤタ　アキラ 埼玉県 株式会社ラクロ

2Ｂ 岸　亮輔 キシ　リョウスケ 埼玉県 株式会社スカイネクスト

2Ｃ 横田　潤一 ヨコタ　ジュンイチ 京都府 パナソニックコネクト

2Ｄ 服部　貴也 ハットリ　タカヤ 三重県 三重県アーチェリー協会

3A 河野　駿五 コウノ　シュンゴ 京都府 Daigasエナジー株式会社

3Ｂ 田上　慶 タガミ　ケイ 東京都 東京都リハビリテーション病院

3Ｃ 岩崎　博旬 イワサキ　ヒロミツ 茨城県 株式会社岩崎物産

3Ｄ 島田　隆之 シマダ　タカユキ 東京都 東京都アーチェリー協会

4A 高宗　瞭羽 タカムネ　リョウ 熊本県 株式会社シアーズホームグループHD

4Ｂ 井上　順二 イノウエ　ジュンジ 神奈川県 戸塚共立いずみ野病院

4Ｃ 坂本　貴哉 サカモト　タカヤ 東京都 渋谷アーチェリー

4Ｄ 山中　勇人 ヤマナカ　ハヤト 東京都 江戸川区アーチェリー協会

5A 畑本　晃佑 ハタモト　コウスケ 東京都 板橋区アーチェリー協会

5Ｂ 山内　翔 ヤマウチ　カケル 埼玉県 専修大学職員

5Ｃ 長友　文哉 ナガトモ　フミヤ 奈良県 奈良県アーチェリー連盟

5Ｄ 下鳥　佑太 シモトリ　ユウタ 東京都 大田区アーチェリー協会

6A 中村　和音 ナカムラ　カズネ 東京都 エトリア株式会社

6Ｂ 鈴木　貴大 スズキ　タカヒロ 熊本県 株式会社明屋書店　金龍堂

6Ｃ 大江　佑弥 オオエ　ユウヤ 岡山県 倉敷市役所

6Ｄ

【コンパウンド部門 50+男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

8A 工藤　勝浩 クドウ　カツヒロ 東京都 東京都アーチェリー協会

8B 鈴木　信博 スズキ　ノブヒロ 新潟県 有限会社福島鉄工所

8C 佐藤　正八 サトウ　ショウハチ 東京都 日本製鉄株式会社東日本製鉄所君津地区

8Ｄ 五藤　恵次 ゴトウ　ケイジ 広島県 広島県廿日市支部

9A 大西　邦生 オオニシ　クニオ 東京都 東京都アーチェリー協会

9B 上岡　隆真 カミオカ　タカマサ 静岡県 ヤマハ発動機株式会社

9C 佐藤　一成 サトウ　カズシゲ 東京都 KDDI株式会社

9Ｄ 増田　六義 マスダ　ムツヨシ 長野県 アピックヤマダ株式会社

10A 稲垣　伸博 イナガキ　ノブヒロ 東京都 東京都アーチェリー協会

10B 西田　昌司 ニシダ　マサシ 広島県 ノバルティスファーマ株式会社

10C 樋口　英治 ヒグチ　エイジ 香川県 高松市役所

10Ｄ 國光　英徳 クニミツ　ヒデノリ 広島県 有限会社国光企画

11A 深澤　俊治 フカザワ　トシハル 愛知県 愛知県アーチェリー協会

11B 川村　憲三 カワムラ　ケンゾウ 愛知県 コスモ石油販売株式会社

11C

11Ｄ 大谷　知樹 オオタニ　トモキ 東京都 日本体育施設株式会社

12A 岡本　篤司 オカモト　アツシ 山梨県 山梨県立中央病院

12B 大林　真人 オオバヤシ　マコト 東京都 株式会社デンソーアイティーラボラトリ

12C 服部　和正 ハットリ　カズマサ 東京都 世田谷区アーチェリー協会

12Ｄ

13A 大澤　匡 オオサワ　タダシ 埼玉県 アウトドアセンター長瀞

13B 和田　八千男 ワダ　ヤチオ 岩手県 有限会社岩手ふじ乳産

13C

13Ｄ 渡邊　大輔 ワタナベ　ダイスケ 広島県 人・夢・技術グループ株式会社

予選ラウンド立順表

所 　　　 属

3

4

5

6

所 　　　 属

8

9

10

1

2

11

12

13
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【コンパウンド部門 一般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

14A 篠原　彩 シノハラ　アヤ 大分県 大分トヨタ自動車株式会社

14B 櫻田　裕子 サクラダ　ヒロコ 熊本県 桜ビル株式会社

14C

14Ｄ 永野　美穂 ナガノ　ミホ 愛媛県 大同生命保険株式会社

15A 宮田　悦子 ミヤタ　エツコ 埼玉県 株式会社ラクロ

15B 加守田　彩香 カモダ　サヤカ 大阪府 KEROKUMA ARCHERY

15C 福島　緑豊 フクシマ　ミホ 東京都 東京都アーチェリー協会

15Ｄ 市村　牧 イチムラ　マキ 東京都 株式会社スウィッシュ・ジャパン

16A 坂本　円 サカモト　マドカ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

16B 澤田　紀子 サワダ　ノリコ 愛知県 ARIKO ARCHERY CLUB

16C 茂木　理恵 モギ　リエ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

16Ｄ 佐藤　真理子 サトウ　マリコ 東京都 有限会社内藤義肢製作所

【コンパウンド部門 50＋女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

18A 野上　亜紀 ノガミ　アキ 鳥取県 株式会社目久美

18B 秋山　　なるみ アキヤマ　ナルミ 東京都 東京都アーチェリー協会

18C

18Ｄ 石田　香保里 イシダ　カオリ 茨城県 株式会社トゥルーケア

19A 古橋　厚子 フルハシ　アツコ 東京都 東京都アーチェリー協会

19B 天神　聡子 テンジン　サトコ 広島県 広島県立佐伯高等学校　教員

19C エメド　安以 エメド　アイ 東京都 世田谷区アーチェリー協会

19Ｄ 宮地　優子 ミヤジ　ユウコ 熊本県 熊本県庁

20A 蓑田　裕子 ミノダ　ユウコ 熊本県 上益城郡アーチェリー協会

20B 平沢　奈古 ヒラサワ　ナコ 埼玉県 日本オラクル株式会社

20C 陳　美樹 チン　ミキ 東京都 目黒陳皮膚科クリニック

20Ｄ

【リカーブ部門 一般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

21A 居樹　佳奈江 スエキ　カナエ 埼玉県 自衛隊体育学校

21B 杉本　智美 スギモト　トモミ 大阪府 株式会社ミキハウス

21Ｃ 森　花緒梨 モリ　カオリ 岐阜県 サンメッセ株式会社

21Ｄ 北村　優衣 キタムラ　ユイ 山口県 山口県アーチェリー協会

22A 河本　あすか コウモト　アスカ 埼玉県 自衛隊体育学校

22B 德川　紗月 トクガワ　サツキ 大阪府 株式会社ミキハウス

22Ｃ 藪下　綾乃 ヤブシタ　アヤノ 岐阜県 サンメッセ株式会社

22Ｄ 園田　稚 ソノダ　ワカ 東京都 株式会社デンソーソリューション

23A 小野寺　まどか オノデラ　マドカ 岩手県 雫石町役場

23B 加藤　綾乃 カトウ　アヤノ 大分県 株式会社ダイプロ

23Ｃ 小笠原　瞳 オガサワラ　ヒトミ 青森県 第一生命保険株式会社

23Ｄ 西嶋　梨緒美 ニシジマ　リオミ 福井県 株式会社福井銀行

24A チョウ　レイチェル チョウ　レイチェル 東京都 Amazon Japan

24B 平　美香 タイラ　ミカ 鳥取県 鳥取県庁

24Ｃ 中川　彩名 ナカガワ　アヤナ 北海道 株式会社シロ

24Ｄ 樽本　邑里 タルモト　ユウリ 広島県 株式会社エディオン

25A 桝岡　千乃 マスオカ　チノ 岐阜県 大垣市アーチェリー協会

25B 眞弓　怜奈 マユミ　レナ 大阪府 株式会社デンソートリム

25Ｃ 山内　梓 ヤマウチ　アズサ 大阪府 近畿大学職員

25Ｄ 小原　佳子 コハラ　カコ 愛媛県 松山市役所

26A 安久　詩乃 アグ　ウタノ 京都府 株式会社堀場製作所

26B 西村　紗芳 ニシムラ　サホ 岐阜県 株式会社セイノー商事

26Ｃ 上原　瑠果 ウエハラ　ルカ 兵庫県 日本特殊陶業株式会社

26Ｄ 若松　双葉 ワカマツ　フタバ 高知県 ひだまり小路土佐茶カフェ

24

25

15

16

21

22

23

所 　　　 属

14

所 　　　 属

18

19

20

所 　　　 属

26
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【リカーブ部門 一般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

27A 朝久野　奈波 アサクノ　ナナミ 大阪府 日本建設株式会社

27B 永濵　澪来 ナガハマ　ミク 長野県 さくらFam株式会社

27Ｃ 西嶋　詩緒里 ニシジマ　シオリ 福井県 福井県立鯖江高等学校　教諭

27Ｄ 大橋　朋花 オオハシ　トモカ 岐阜県 日本特殊陶業株式会社

28A 久原　千夏 クバラ　チナツ 福井県 福井信用金庫

28B 渡邉　麻央 ワタナベ　マオ 東京都 城北信用金庫

28Ｃ 森本　真由 モリモト　マユ 東京都 江東区アーチェリー協会

28Ｄ 北口　輝 キタグチ　ヒカリ 兵庫県 しあわせの村アーチェリークラブ

29A 坂本　友希 サカモト　ユウキ 東京都 工藤建設株式会社

29B 岩﨑　瑞季 イワサキ　ミズキ 福岡県 株式会社インフォグラム

29Ｃ 浅岡　知穂 アサオカ　チホ 佐賀県 Team SAGA SPORT PYRAMID

29Ｄ 吉留　光咲 ヨシドメ　ミサキ 千葉県 千葉県警察

【リカーブ部門 壮年般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

30A 須田　麻美 スダ　アサミ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

30B 山本　勇気 ヤマモト　ユウキ 京都府 株式会社堀場製作所

30C 古田　三華 フルタ　ミカ 愛知県 COMS

30D 富樫　厚子 トガシ　アツコ 新潟県 新潟市アーチェリー協会

31A 草野　里子 クサノ　サトコ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

31B 詫摩　恵子 タクマ　ケイコ 東京都 日清オイリオグループ株式会社

31C 畑山　郁子 ハタヤマ　イクコ 青森県 十和田市立東中学校

31D 萬行　優 マンギョウ　ユウ 東京都 豊島区アーチェリー協会

32A 西岡　尚美 ニシオカ　ナオミ 東京都 東京逓信病院

32B 綿田　舞 ワタダ　マイ 熊本県 株式会社八代美研

32C Chauviré　Eve ショヴィレ　エヴ 東京都 株式会社スクウェア･エニックス

32D

【リカーブ部門 50+男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

33A 萩原　直良 ハギワラ　ナオヨシ 東京都 町田市アーチェリー協会

33B 石井　盛幸 イシイ　モリユキ 長野県 セイコーエプソン株式会社

33C 前田　賢一 マエタ　ケンイチ 鳥取県 鳥取県立倉吉農業高等学校　教員

33D 草野　昌治 クサノ　マサハル 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

34A 秋吉　立身 アキヨシ　タツミ 東京都 町田市アーチェリー協会

34B 冨田　幹夫 トミダ　ミキオ 静岡県 安藤ハザマ

34C 長江　正幸 ナガエ　マサユキ 三重県 森興業有限会社

34D 槇本　公一 マキモト　キミカズ 兵庫県 NOAHアーチェリークラブ

35A 山田　陽一 ヤマダ　ヨウイチ 東京都 町田市アーチェリー協会

35B 小木曽　博章 オギソ　ヒロアキ 長野県 長野県アーチェリー協会

35C 服部　康光 ハットリ　ヤスミツ 岐阜県 名古屋市教育委員会

35D 相澤　等 アイザワ　ヒトシ 千葉県 信州Re:N with TOTEC

36A 戸田　敦大 トダ　アツヒロ 広島県 広島県立賀茂高等学校　教諭

36B 戸塚　哲郎 トヅカ　テツロウ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

36C 服部　謙一 ハットリ　ケンイチ 愛知県 中日本高速道路株式会社

36D 今井　光春 イマイ　ミツハル 岐阜県 多治見市アーチェリー協会

37A 大橋　亨 オオハシ　トオル 埼玉県 栄東中学・高等学校

37B 浅井　真二 アサイ　シンジ 愛知県 東レコムズ名古屋

37C 小田　昭昌 オダ　アキヨシ 千葉県 日本リファイン株式会社

37D 兵頭　弘幸 ヒョウドウ　ヒロユキ 福岡県 チョーコー醤油株式会社

38A 安藤　智俊 アンドウ　ノリトシ 神奈川県 いすゞ自動車株式会社

38B 久野　圭太 クノ　ケイタ 三重県 四日市四郷高校教諭

38C 粥川　真 カユカワ　シン 大阪府 パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

38D 神田　一宏 カンダ　カズヒロ 福井県 パナソニック
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第2部

【ベアボウ部門 男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

1A 今野　　和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

1Ｂ 新谷　昌也 シンタニ　マサヤ 山口県 山口県立田布施農工高等学校

1Ｃ 遠藤　和博 エンドウ　カズヒロ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

1Ｄ 楠目　成一 クスメ　シゲカズ 千葉県 ハピネスサポート

2A 澤　博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

2Ｂ 坂野　太一 バンノ　タイチ 東京都 東京国際大学職員

2Ｃ 對馬　智 ツシマ　サトシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

2Ｄ 松尾　進治 マツオ　シンジ 愛知県 株式会社豊田自動織機

3A 塩野　憲章 シオノ　ノリアキ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

3Ｂ 松浦　寛 マツウラ　ヒロシ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

3Ｃ 谷口　嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

3Ｄ 小山　桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

4A 神谷　典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

4Ｂ 花井　達広 ハナイ　タツヒロ 大阪府 大阪府アーチェリー連盟

4Ｃ 濱田　寛幸 ハマダ　ヒロユキ 北海道 株式会社ヤマハホールディングス

4Ｄ 中川　邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

5A 山岸　進 ヤマギシ　ススム 埼玉県 秩父市アーチェリー協会

5Ｂ 河崎　薫 カワサキ　カオル 千葉県 LLC,UP2EXPRESS

5Ｃ 貞方　豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

5Ｄ 古川　博保 フルカワ　ヒロヤス 栃木県 栃木県ア―チェリー協会

6A 岡野　誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

6Ｂ 石渡　晶悟 イシワタ　ショウゴ 東京都 能勢建築構造研究所

6Ｃ 田口　拓弥 タグチ　タクヤ 東京都 積水ハウス株式会社

6Ｄ 七澤　信 ナナサワ　マコト 富山県 富山県アーチェリー協会

【ベアボウ部門 女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

7A 長谷川　幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

7Ｂ 重信　久美子 シゲノブ　クミコ 大阪府 大阪市アーチェリー協会

7Ｃ 小森　名月 コモリ　ナツキ 愛知県 有限会社小山矢

7Ｄ 細野　世名 ホソノ　セナ 東京都 日本体育大学（教員）

8A 星山　優美 ホシヤマ　ユミ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

8Ｂ 大西　佳世 オオニシ　カヨ 京都府 京都府アーチェリー連盟

8Ｃ 太田　みほ子 オオタ　ミホコ 東京都 株式会社オリジナル・ライフ・クリエイト

8Ｄ 丸山　美幸 マルヤマ　ミユキ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

9A 安井　泰子 ヤスイ　ヤスコ 兵庫県 しあわせの村アーチェリークラブ

9Ｂ 平野　弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

9Ｃ 遠藤　博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 株式会社ジーフット

9Ｄ 梅津　昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

【リカーブ部門 一般男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

10A 藤井　望 フジイ　ノゾミ 埼玉県 自衛隊体育学校

10B 黒田　零音 クロダ　レオン 東京都 渋谷アーチェリー

10C 平林　真知 ヒラバヤシ　マサト 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

10Ｄ 城下　勇介 シロシタ　ユウスケ 長野県 長野県アーチェリー協会

11A 桑江　良樹 クワエ　ヨシキ 埼玉県 自衛隊体育学校

11B 大貫　渉 オオヌキ　ワタル 東京都 渋谷アーチェリー

11C 小林　司 コバヤシ　ツカサ 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

11Ｄ 長澤　宏平 ナガサワ　コウヘイ 長野県 長野県アーチェリー協会

11
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【リカーブ部門 一般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

27A 朝久野　奈波 アサクノ　ナナミ 大阪府 日本建設株式会社

27B 永濵　澪来 ナガハマ　ミク 長野県 さくらFam株式会社

27Ｃ 西嶋　詩緒里 ニシジマ　シオリ 福井県 福井県立鯖江高等学校　教諭

27Ｄ 大橋　朋花 オオハシ　トモカ 岐阜県 日本特殊陶業株式会社

28A 久原　千夏 クバラ　チナツ 福井県 福井信用金庫

28B 渡邉　麻央 ワタナベ　マオ 東京都 城北信用金庫

28Ｃ 森本　真由 モリモト　マユ 東京都 江東区アーチェリー協会

28Ｄ 北口　輝 キタグチ　ヒカリ 兵庫県 しあわせの村アーチェリークラブ

29A 坂本　友希 サカモト　ユウキ 東京都 工藤建設株式会社

29B 岩﨑　瑞季 イワサキ　ミズキ 福岡県 株式会社インフォグラム

29Ｃ 浅岡　知穂 アサオカ　チホ 佐賀県 Team SAGA SPORT PYRAMID

29Ｄ 吉留　光咲 ヨシドメ　ミサキ 千葉県 千葉県警察

【リカーブ部門 壮年般女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

30A 須田　麻美 スダ　アサミ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

30B 山本　勇気 ヤマモト　ユウキ 京都府 株式会社堀場製作所

30C 古田　三華 フルタ　ミカ 愛知県 COMS

30D 富樫　厚子 トガシ　アツコ 新潟県 新潟市アーチェリー協会

31A 草野　里子 クサノ　サトコ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

31B 詫摩　恵子 タクマ　ケイコ 東京都 日清オイリオグループ株式会社

31C 畑山　郁子 ハタヤマ　イクコ 青森県 十和田市立東中学校

31D 萬行　優 マンギョウ　ユウ 東京都 豊島区アーチェリー協会

32A 西岡　尚美 ニシオカ　ナオミ 東京都 東京逓信病院

32B 綿田　舞 ワタダ　マイ 熊本県 株式会社八代美研

32C Chauviré　Eve ショヴィレ　エヴ 東京都 株式会社スクウェア･エニックス

32D

【リカーブ部門 50+男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

33A 萩原　直良 ハギワラ　ナオヨシ 東京都 町田市アーチェリー協会

33B 石井　盛幸 イシイ　モリユキ 長野県 セイコーエプソン株式会社

33C 前田　賢一 マエタ　ケンイチ 鳥取県 鳥取県立倉吉農業高等学校　教員

33D 草野　昌治 クサノ　マサハル 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

34A 秋吉　立身 アキヨシ　タツミ 東京都 町田市アーチェリー協会

34B 冨田　幹夫 トミダ　ミキオ 静岡県 安藤ハザマ

34C 長江　正幸 ナガエ　マサユキ 三重県 森興業有限会社

34D 槇本　公一 マキモト　キミカズ 兵庫県 NOAHアーチェリークラブ

35A 山田　陽一 ヤマダ　ヨウイチ 東京都 町田市アーチェリー協会

35B 小木曽　博章 オギソ　ヒロアキ 長野県 長野県アーチェリー協会

35C 服部　康光 ハットリ　ヤスミツ 岐阜県 名古屋市教育委員会

35D 相澤　等 アイザワ　ヒトシ 千葉県 信州Re:N with TOTEC

36A 戸田　敦大 トダ　アツヒロ 広島県 広島県立賀茂高等学校　教諭

36B 戸塚　哲郎 トヅカ　テツロウ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

36C 服部　謙一 ハットリ　ケンイチ 愛知県 中日本高速道路株式会社

36D 今井　光春 イマイ　ミツハル 岐阜県 多治見市アーチェリー協会

37A 大橋　亨 オオハシ　トオル 埼玉県 栄東中学・高等学校

37B 浅井　真二 アサイ　シンジ 愛知県 東レコムズ名古屋

37C 小田　昭昌 オダ　アキヨシ 千葉県 日本リファイン株式会社

37D 兵頭　弘幸 ヒョウドウ　ヒロユキ 福岡県 チョーコー醤油株式会社

38A 安藤　智俊 アンドウ　ノリトシ 神奈川県 いすゞ自動車株式会社

38B 久野　圭太 クノ　ケイタ 三重県 四日市四郷高校教諭

38C 粥川　真 カユカワ　シン 大阪府 パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

38D 神田　一宏 カンダ　カズヒロ 福井県 パナソニック

所 　　　 属

31

32

所 　　　 属

27

28

29

30

33

34

35

36

37

38

所 　　　 属

第2部

【ベアボウ部門 男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

1A 今野　　和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

1Ｂ 新谷　昌也 シンタニ　マサヤ 山口県 山口県立田布施農工高等学校

1Ｃ 遠藤　和博 エンドウ　カズヒロ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

1Ｄ 楠目　成一 クスメ　シゲカズ 千葉県 ハピネスサポート

2A 澤　博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

2Ｂ 坂野　太一 バンノ　タイチ 東京都 東京国際大学職員

2Ｃ 對馬　智 ツシマ　サトシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

2Ｄ 松尾　進治 マツオ　シンジ 愛知県 株式会社豊田自動織機

3A 塩野　憲章 シオノ　ノリアキ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

3Ｂ 松浦　寛 マツウラ　ヒロシ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

3Ｃ 谷口　嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

3Ｄ 小山　桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

4A 神谷　典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

4Ｂ 花井　達広 ハナイ　タツヒロ 大阪府 大阪府アーチェリー連盟

4Ｃ 濱田　寛幸 ハマダ　ヒロユキ 北海道 株式会社ヤマハホールディングス

4Ｄ 中川　邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

5A 山岸　進 ヤマギシ　ススム 埼玉県 秩父市アーチェリー協会

5Ｂ 河崎　薫 カワサキ　カオル 千葉県 LLC,UP2EXPRESS

5Ｃ 貞方　豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

5Ｄ 古川　博保 フルカワ　ヒロヤス 栃木県 栃木県ア―チェリー協会

6A 岡野　誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

6Ｂ 石渡　晶悟 イシワタ　ショウゴ 東京都 能勢建築構造研究所

6Ｃ 田口　拓弥 タグチ　タクヤ 東京都 積水ハウス株式会社

6Ｄ 七澤　信 ナナサワ　マコト 富山県 富山県アーチェリー協会

【ベアボウ部門 女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

7A 長谷川　幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

7Ｂ 重信　久美子 シゲノブ　クミコ 大阪府 大阪市アーチェリー協会

7Ｃ 小森　名月 コモリ　ナツキ 愛知県 有限会社小山矢

7Ｄ 細野　世名 ホソノ　セナ 東京都 日本体育大学（教員）

8A 星山　優美 ホシヤマ　ユミ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

8Ｂ 大西　佳世 オオニシ　カヨ 京都府 京都府アーチェリー連盟

8Ｃ 太田　みほ子 オオタ　ミホコ 東京都 株式会社オリジナル・ライフ・クリエイト

8Ｄ 丸山　美幸 マルヤマ　ミユキ 群馬県 群馬県アーチェリー協会

9A 安井　泰子 ヤスイ　ヤスコ 兵庫県 しあわせの村アーチェリークラブ

9Ｂ 平野　弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

9Ｃ 遠藤　博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 株式会社ジーフット

9Ｄ 梅津　昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

【リカーブ部門 一般男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

10A 藤井　望 フジイ　ノゾミ 埼玉県 自衛隊体育学校

10B 黒田　零音 クロダ　レオン 東京都 渋谷アーチェリー

10C 平林　真知 ヒラバヤシ　マサト 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

10Ｄ 城下　勇介 シロシタ　ユウスケ 長野県 長野県アーチェリー協会

11A 桑江　良樹 クワエ　ヨシキ 埼玉県 自衛隊体育学校

11B 大貫　渉 オオヌキ　ワタル 東京都 渋谷アーチェリー

11C 小林　司 コバヤシ　ツカサ 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

11Ｄ 長澤　宏平 ナガサワ　コウヘイ 長野県 長野県アーチェリー協会

11
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【リカーブ部門 一般男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

12A 桑江　良斗 クワエ　ヨシト 埼玉県 自衛隊体育学校

12B 青島　鉄也 アオシマ　テツヤ 広島県 株式会社エディオン

12C 大泉　龍晴 オオイズミ　リュウセイ 岡山県 シーアール物流株式会社

12Ｄ 横山　勇作 ヨコヤマ　ユウサク 富山県 富山県アーチェリー協会

13A 西川　晴貴 ニシカワ　ハルキ 埼玉県 自衛隊体育学校

13B 河田　悠希 カワタ　ユウキ 広島県 株式会社エディオン

13C 中西　絢哉 ナカニシ　ジュンヤ 岡山県 シーアール物流株式会社

13Ｄ 徳本　汰知 トクモト　タイチ 富山県 富山県アーチェリー協会

14A 武藤　弘樹 ムトウ　ヒロキ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

14B 松田　光太郎 マツダ　コウタロウ 東京都 電気通信大学大学院

14C 宇佐　友希 ウサ　ユウキ 大分県 株式会社ブルケン・ウエスト

14Ｄ 広田　和也 ヒロタ　カズヤ 千葉県 千葉黎明高校職員

15A 石田　大起 イシダ　ダイキ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

15B 小林　悠貴 コバヤシ　ユウキ 新潟県 株式会社AIRMAN

15C 今井　雅樹 イマイ　マサキ 福井県 福井県立鯖江高等学校職員

15Ｄ 飛田　和真 トビタ　カズマ 東京都 慶應義塾大学大学院

16A 山中　卓人 ヤマナカ　タクト 京都府 日本新薬株式会社

16B 福地　彬人 フクチ　アキト 埼玉県 宮代アーチェリー連盟

16C 白丸　凌太朗 シロマル　リョウタロウ 大阪府 日本建設株式会社

16Ｄ 發地　克哉 ホッチ　カツヤ 新潟県 株式会社髙儀

17A 杉原　大飛 スギハラ　ダイト 山口県 カワノ工業株式会社

17B 新田　響 ニッタ　ヒビキ 愛知県 株式会社エクシードキャリア

17C 巢山　佑輝 スヤマ　ユウキ 熊本県 株式会社テクニックサービス

17Ｄ 長谷川　廉 ハセガワ　レン 愛媛県 愛媛県競技力向上対策本部

18A 片上　楓也 カタカミ　フウヤ 愛媛県 BEMAC株式会社

18B 大隅　一樹 オオスミ　カズキ 神奈川県 森永乳業株式会社

18C 照井　翔太 テルイ　ショウタ 神奈川県 東洋技検株式会社

18Ｄ 亀田　博明 カメダ　ヒロアキ 岐阜県 キョーラク株式会社

19A 角田　鉄平 スミダ　テッペイ 愛媛県 浅川造船株式会社

19B 高久　雄吾 タカク　ユウゴ 静岡県 株式会社キャタラー

19C 辻　昇平 ツジ　ショウヘイ 静岡県 株式会社笠子流通

19Ｄ 杉山　康太 スギヤマ　コウタ 神奈川県 株式会社山一情報システム

20A 矢野　正人 ヤノ　マサト 大阪府 ダイワボウ情報システム株式会社

20B 澤田　つくし サワダ　ツクシ 岐阜県 サンメッセ株式会社

20C 山本　博 ヤマモト　ヒロシ 東京都 日本体育大学(教員)

20Ｄ 長田　來土 オサダ　ライト 山梨県 株式会社本田技術研究所

21A 髙山　凌 タカヤマ　リョウ 山梨県 株式会社小泉

21B 石井　佑汰 イシイ　ユウタ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校(職員)

21C 山本　諒 ヤマモト　リョウ 京都府 株式会社加美乃素本舗

21Ｄ 渋谷　彰廣 シブヤ　アキヒロ 神奈川県 株式会社今泉製作所

22A 関口　裕樹 セキグチ　ヒロキ 宮城県 Finest Tennis College

22B 中村　優太 ナカムラ　ユウタ 神奈川県 Apple Japan合同会社

22C 金子　令 カネコ　レイ 三重県 三重県庁

22Ｄ

23A 鈴木　耕太 スズキ　コウタ 神奈川県 株式会社日本陶業

23B 西村　拓也 ニシムラ　タクヤ 長崎県 月島ジェイテックサービス株式会社

23C 戸松　大輔 トマツ　ダイスケ 愛知県 株式会社オーワ

23Ｄ

24A 宮原　京太郎 ミヤハラ　キョウタロウ 京都府 Ｓｋｙ株式会社

24B 篠原　孝彰 シノハラ　タカアキ 愛知県 株式会社メイテックフィルダーズ

24C 上村　誠 カミムラ　マコト 埼玉県 埼玉県アーチェリー協会

24Ｄ

15

12

13

14

17

18

19

20

21

22

16
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【リカーブ部門 壮年般男子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

25A 栃木　秀人 トチギ　ヒデト 東京都 東京都アーチェリー協会

25B 新川　貴信 シンカワ　タカノブ 和歌山県 WSSK.AC

25Ｃ 谷口　隆浩 タニグチ　タカヒロ 大阪府 株式会社ローソン

25Ｄ

26A 廣川　淳二 ヒロカワ　ジュンジ 東京都 東京都アーチェリー協会

26B 坂本　隆輝 サカモト　リュウキ 熊本県 (一財)熊本県スポーツ振興事業団

26Ｃ 居城　洋忠 イジロ　ヒロタダ 新潟県 新潟県立長岡工業高等学校（教）

26Ｄ 長沢　貴行 ナガサワ　タカユキ 東京都 ＮＢＦオフィスマネジメント

27A 丸山　貴之 マルヤマ　タカユキ 長野県 フランスベッド株式会社

27B 中村　善則 ナカムラ　ヨシノリ 東京都 株式会社ロキテクノ

27Ｃ 山田　朗夫 ヤマダ　アキオ 神奈川県 株式会社アイネステクノロジーズ

27Ｄ 清水　義也 シミズ　ヨシヤ 岡山県 至純株式会社

28A 阿保　清吾 アボ　セイゴ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

28B 内海　啓 ウツミ　ケイ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

28Ｃ 青島　隆 アオシマ　タカシ 長崎県 長崎大学水産学部鶴洋丸

28Ｄ 鈴木　雄仁 スズキ　ユウジン 東京都 日本テレビ放送網株式会社

29A 鎌田　寿一 カマタ　トシカズ 京都府 株式会社八清

29B 井上　直人 イノウエ　ナオト 京都府 株式会社オプテージ

29Ｃ 小泉　英二 コイズミ　エイジ 東京都 株式会社イスコサービスネットワーク

29Ｄ 白戸　渉 シラト　ワタル 青森県 株式会社ユアテック

30A 天野　良太 アマノ　リョウタ 大分県 九州乳業株式会社

30B 近藤　浩 コンドウ　ヒロシ 神奈川県 Hiro IP Design Lab.

30Ｃ 近藤　英之 コンドウ　ヒデユキ 岐阜県 菊水化学工業株式会社

30Ｄ 熊倉　啓祐 クマクラ　ケイスケ 千葉県 千葉県立特別支援学校流山高等学園

31A 田中　秀一 タナカ　シュウイチ 神奈川県 日鉄ケミカル＆マテリアル㈱

31B 瀬戸　俊介 セト　シュンスケ 奈良県 奈良県アーチェリー連盟

31Ｃ 郷田　昌利 ゴウタ　マサトシ 山口県 X-ARCHERY ACADEMY

31Ｄ 児玉　雄弥 コダマ　ユウヤ 東京都 株式会社ネグナック

32A 渕澤　悠介 フチザワ　ユウスケ 東京都 三井住友信託銀行株式会社

32B 山田　浩亨 ヤマダ　ヒロユキ 石川県 山田家電株式会社

32Ｃ 大塚　忠胤 オオツカ　タダツグ 栃木県 日本アムウェイ合同会社

32Ｄ

【リカーブ部門 50+女子】
的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

33A 石栗　理絵 イシグリ　リエ 東京都 東京都アーチェリー協会

33B 大石　由紀 オオイシ　ユキ 山口県 山口市アーチェリー協会

33C 大谷　眞樹子 オオタニ　マキコ 茨城県 茨城県アーチェリー協会

33D 難波　美智代 ナンバ　ミチヨ 兵庫県 NOAHアーチェリークラブ

34A 大久保　憲子 オオクボ　ノリコ 東京都 東京都アーチェリー協会

34B 石下　千津 イシシタ　チヅ 岡山県 岡山県アーチェリー協会

34C 内田　香奈 ウチダ　カナ 茨城県 茨城県アーチェリー協会

34D 西村　友希 ニシムラ　ユキ 東京都 三鷹市アーチェリー協会

35A 久保田　伊都子 クボタ　イツコ 東京都 東京都アーチェリー協会

35B 酒井　智賀子 サカイ　チガコ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

35C 佐川　典子 サガワ　ノリコ 大阪府 のとはら歯科医院

35D 小川　恵子 オガワ　ケイコ 愛知県 一宮市アーチェリー協会

36A 宮腰　薫枝 ミヤコシ　ヨシエ 東京都 東京都アーチェリー協会

36B 池澤　かおり イケザワ　カオリ 東京都 町田市アーチェリー協会

36C 西村　加代 ニシムラ　カヨ 愛知県 鹿島建設株式会社

36D 北原　永芳 キタハラ　エイホウ 東京都 杉並区アーチェリー協会

37A 小関　砂織 コセキ　サオリ 新潟県 新潟市アーチェリー協会

37B 成瀬　妙子 ナルセ　タエコ 千葉県 株式会社 シーエスサービス

37C 三ツ山　香里 ミツヤマ 　カオリ 東京都 株式会社マルヒサ

37D
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第58回全日本社会人ターゲット
アーチェリー選手権大会

記録速報＆結果配信

QRコードを読み取ってアクセスしてください。

もしくは以下のURLよりアクセスしてください。

https://ianseo.net/Details.php?toId=23310

第1回 （1968年：昭和43年）  愛知県／名古屋市 第2回 （1969年：昭和44年）  神奈川県／横浜市
男子 南谷　輝誉 （初） 男子 中本　新二 （初）
女子 谷　まゆみ （初） 女子 谷　まゆみ （2連勝／2回目）

第3回 （1970年：昭和45年）  兵庫県／神戸市 第4回 （1971年：昭和46年）  東京都／目黒区
男子 若槻　伸栄 （初） 男子 杉本　　茂 （初）
女子 鈴木　節子 （初） 女子 中島　裕子 （初）

第5回 （1972年：昭和47年）  熊本県 第6回 （1973年：昭和48年）  北海道／札幌市
男子 梶川　　博 （初） 男子 梶川　　博 （2連勝／2回目）
女子 秋山　芳子 （初） 女子 清水　美鈴 （初）

第7回 （1974年：昭和49年）  愛知県／春日井市 第8回 （1975年：昭和50年）  山口県／徳山市
男子 広瀬　　明 （初） 男子 手島　雅樹 （初）
女子 福田　美枝 （初） 女子 清水　美鈴 （2回目）

第9回 （1976年：昭和51年）  埼玉県／所沢市 第10回 （1977年：昭和52年）  群馬県／前橋市
男子 亀井　　孝 （初） 男子 松下　和幹 （初）
女子 瀬戸口 美枝 （2回目） 女子 井上　典子 （初）

第11回 （1978年：昭和53年）  大阪府／大阪市 第12回 （1979年：昭和54年）  北海道／帯広市
男子 宮田　義朗 （初） 男子 草野　昌治 （初）
女子 井上　典子 （2連勝／2回目） 女子 岡崎　芳子 （初）

第13回 （1980年：昭和55年）  宮城県／仙台市 第14回 （1981年：昭和56年）  神奈川県／横浜市
男子 松下　和幹 （2回目） 男子 稲川　篤郎 （初）
女子 吉川　宣子 （初） 女子 林　　秀子 （初）

第15回 （1982年：昭和57年）  三重県／伊勢市 第16回 （1983年：昭和58年）  石川県／金沢市
男子 別府　幸治 （初） 男子 松下　和幹 （3回目）
女子 早稲田 敦子 （初） 女子 石津　裕子 （初）

第17回 （1984年：昭和59年）  和歌山県 第18回 （1985年：昭和60年）  山口県
男子 松下　和幹 （2連勝／4回目） 男子 松下　和幹 （3連勝／5回目）
女子 穂苅 美奈子 （初） 女子 早稲田 敦子 （2回目）

第19回 （1986年：昭和61年）  徳島県／鳴門市 第20回 （1987年：昭和62年）  長崎県／長崎市
男子 松下　和幹 （4連勝／6回目） 男子 松下　和幹 （5連勝／7回目）
女子 児玉　晶子 （初） 女子 児玉　晶子 （2連勝／2回目）

第21回 （1988年：昭和63年）  奈良県／三宅町 第22回 （1989年：平成元年）  石川県／金沢市
一般男子 山本　　博 （初） 一般男子 松下　和幹 （8回目）
一般女子 近藤　貴美 （初） 一般女子 児玉　晶子 （3回目）
壮年男子 松下　和幹 （初） 壮年男子 川名　　均 （初）
壮年女子 北原　京子 （初）

第23回 （1990年：平成2年）  香川県／財田町 第24回 （1991年：平成3年）  大分県／別府市
一般男子 山本　　博 （2回目） 一般男子 山本　　博 （2連勝／3回目）
一般女子 井上 鹿代子 （初） 一般女子 池垣　倫子 （初）
壮年男子 谷川　道孝 （初） 壮年男子 広瀬　　明 （初）

第25回 （1992年：平成4年）  兵庫県／神戸市 第26回 （1993年：平成5年）  愛知県／岡崎市
一般男子 山本　　博 （3連勝／4回目） 一般男子 山本　　博 （4連勝／5回目）
一般女子 松村　洋子 （初） 一般女子 大内　　愛 （初）
壮年男子 古橋　照司 （初） 壮年男子 松下　和幹 （2回目）

第27回 （1994年：平成6年）  東京都／秋川市 第28回 （1995年：平成7年）  山形県／鶴岡市
一般男子 山本　　博 （5連勝／6回目） 一般男子 山本　　博 （6連勝／7回目）
一般女子 大内　　愛 （2連勝／2回目） 一般女子 王　　喜啓 （初）
壮年男子 湯村　重人 （初） 壮年男子 松下　和幹 （3回目）
ＣＰ一般男子 山田　　彰 （初） ＣＰ一般男子 近藤　英之 （初）
ＣＰ女子 河　　知子 （初） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （初）
ＣＰ壮年男子 伊藤　祐幸 （初） ＣＰ壮年男子 塚本　恭司 （初）

第29回 （1996年：平成8年）  石川県／柳田村 第30回 （1997年：平成9年）  大分県／別府市
一般男子 山本　　博 （7連勝／8回目） 一般男子 吉田　浩和 （初）
一般女子 持田　　牧 （初） 一般女子 倉本　美幸 （初）
壮年男子 松下　和幹 （2連勝／4回目） 壮年男子 松下　和幹 （3連勝／5回目）
ＣＰ男子 増島　善秋 （初） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （2連勝／2回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （3連勝／3回目）

第31回 （1998年：平成10年）  北海道／帯広市 第32回 （1999年：平成11年）  山口県／久賀町
ＲＣ一般男子 山本　　博 （9回目） ＲＣ一般男子 山本　　博 （2連勝／10回目）
ＲＣ女子 韓　　熙貞 （初） ＲＣ女子 倉本　美幸 （2回目）
ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （4連勝／6回目） ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （5連勝／7回目）
ＣＰ男子 増島　善秋 （2回目） ＣＰ男子 山田　　彰 （2回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （4連勝／4回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （5連勝／5回目）

全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会　歴代優勝者
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第1回 （1968年：昭和43年）  愛知県／名古屋市 第2回 （1969年：昭和44年）  神奈川県／横浜市
男子 南谷　輝誉 （初） 男子 中本　新二 （初）
女子 谷　まゆみ （初） 女子 谷　まゆみ （2連勝／2回目）

第3回 （1970年：昭和45年）  兵庫県／神戸市 第4回 （1971年：昭和46年）  東京都／目黒区
男子 若槻　伸栄 （初） 男子 杉本　　茂 （初）
女子 鈴木　節子 （初） 女子 中島　裕子 （初）

第5回 （1972年：昭和47年）  熊本県 第6回 （1973年：昭和48年）  北海道／札幌市
男子 梶川　　博 （初） 男子 梶川　　博 （2連勝／2回目）
女子 秋山　芳子 （初） 女子 清水　美鈴 （初）

第7回 （1974年：昭和49年）  愛知県／春日井市 第8回 （1975年：昭和50年）  山口県／徳山市
男子 広瀬　　明 （初） 男子 手島　雅樹 （初）
女子 福田　美枝 （初） 女子 清水　美鈴 （2回目）

第9回 （1976年：昭和51年）  埼玉県／所沢市 第10回 （1977年：昭和52年）  群馬県／前橋市
男子 亀井　　孝 （初） 男子 松下　和幹 （初）
女子 瀬戸口 美枝 （2回目） 女子 井上　典子 （初）

第11回 （1978年：昭和53年）  大阪府／大阪市 第12回 （1979年：昭和54年）  北海道／帯広市
男子 宮田　義朗 （初） 男子 草野　昌治 （初）
女子 井上　典子 （2連勝／2回目） 女子 岡崎　芳子 （初）

第13回 （1980年：昭和55年）  宮城県／仙台市 第14回 （1981年：昭和56年）  神奈川県／横浜市
男子 松下　和幹 （2回目） 男子 稲川　篤郎 （初）
女子 吉川　宣子 （初） 女子 林　　秀子 （初）

第15回 （1982年：昭和57年）  三重県／伊勢市 第16回 （1983年：昭和58年）  石川県／金沢市
男子 別府　幸治 （初） 男子 松下　和幹 （3回目）
女子 早稲田 敦子 （初） 女子 石津　裕子 （初）

第17回 （1984年：昭和59年）  和歌山県 第18回 （1985年：昭和60年）  山口県
男子 松下　和幹 （2連勝／4回目） 男子 松下　和幹 （3連勝／5回目）
女子 穂苅 美奈子 （初） 女子 早稲田 敦子 （2回目）

第19回 （1986年：昭和61年）  徳島県／鳴門市 第20回 （1987年：昭和62年）  長崎県／長崎市
男子 松下　和幹 （4連勝／6回目） 男子 松下　和幹 （5連勝／7回目）
女子 児玉　晶子 （初） 女子 児玉　晶子 （2連勝／2回目）

第21回 （1988年：昭和63年）  奈良県／三宅町 第22回 （1989年：平成元年）  石川県／金沢市
一般男子 山本　　博 （初） 一般男子 松下　和幹 （8回目）
一般女子 近藤　貴美 （初） 一般女子 児玉　晶子 （3回目）
壮年男子 松下　和幹 （初） 壮年男子 川名　　均 （初）
壮年女子 北原　京子 （初）

第23回 （1990年：平成2年）  香川県／財田町 第24回 （1991年：平成3年）  大分県／別府市
一般男子 山本　　博 （2回目） 一般男子 山本　　博 （2連勝／3回目）
一般女子 井上 鹿代子 （初） 一般女子 池垣　倫子 （初）
壮年男子 谷川　道孝 （初） 壮年男子 広瀬　　明 （初）

第25回 （1992年：平成4年）  兵庫県／神戸市 第26回 （1993年：平成5年）  愛知県／岡崎市
一般男子 山本　　博 （3連勝／4回目） 一般男子 山本　　博 （4連勝／5回目）
一般女子 松村　洋子 （初） 一般女子 大内　　愛 （初）
壮年男子 古橋　照司 （初） 壮年男子 松下　和幹 （2回目）

第27回 （1994年：平成6年）  東京都／秋川市 第28回 （1995年：平成7年）  山形県／鶴岡市
一般男子 山本　　博 （5連勝／6回目） 一般男子 山本　　博 （6連勝／7回目）
一般女子 大内　　愛 （2連勝／2回目） 一般女子 王　　喜啓 （初）
壮年男子 湯村　重人 （初） 壮年男子 松下　和幹 （3回目）
ＣＰ一般男子 山田　　彰 （初） ＣＰ一般男子 近藤　英之 （初）
ＣＰ女子 河　　知子 （初） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （初）
ＣＰ壮年男子 伊藤　祐幸 （初） ＣＰ壮年男子 塚本　恭司 （初）

第29回 （1996年：平成8年）  石川県／柳田村 第30回 （1997年：平成9年）  大分県／別府市
一般男子 山本　　博 （7連勝／8回目） 一般男子 吉田　浩和 （初）
一般女子 持田　　牧 （初） 一般女子 倉本　美幸 （初）
壮年男子 松下　和幹 （2連勝／4回目） 壮年男子 松下　和幹 （3連勝／5回目）
ＣＰ男子 増島　善秋 （初） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （2連勝／2回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （3連勝／3回目）

第31回 （1998年：平成10年）  北海道／帯広市 第32回 （1999年：平成11年）  山口県／久賀町
ＲＣ一般男子 山本　　博 （9回目） ＲＣ一般男子 山本　　博 （2連勝／10回目）
ＲＣ女子 韓　　熙貞 （初） ＲＣ女子 倉本　美幸 （2回目）
ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （4連勝／6回目） ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （5連勝／7回目）
ＣＰ男子 増島　善秋 （2回目） ＣＰ男子 山田　　彰 （2回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （4連勝／4回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （5連勝／5回目）

全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会　歴代優勝者
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第33回 （2000年：平成12年）  愛知県／岡崎市 第34回 （2001年：平成13年）  大阪府／大阪市
ＲＣ一般男子 末口　広宣 （初） ＲＣ一般男子 山本　　博 （11回目）
ＲＣ女子 浅野　真弓 （初） ＲＣ女子 浅野　真弓 （2連勝／2回目）
ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （6連勝／8回目） ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （7連勝／9回目）
ＣＰ男子 増島　善秋 （3回目） ＣＰ男子 増島　善秋 （2連勝／4回目）
ＣＰ女子 井尻　律子 （初） ＣＰ女子 Ｅ・ラブリー （初）

第35回 （2002年：平成14年）  岡山県／日生町 第36回 （2003年：平成15年）  愛媛県／松山市
ＲＣ一般男子 末口　広宣 （2回目） ＲＣ一般男子 重谷 圭詞郎 （初）
ＲＣ女子 新谷　幸子 （初） ＲＣ女子 河崎 由加里 （初）
ＲＣ壮年男子 塩田　浩一 （初） ＲＣ壮年男子 山本　博 （初）
ＣＰ男子 増島　善秋 （3連勝／5回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （6回目） ＣＰ女子 河合　暁子 （初）

第37回 （2004年：平成16年）  熊本県／菊陽町 第38回 （2005年：平成17年）  北海道／旭川市
ＲＣ一般男子 島野　隆二 （初） ＲＣ一般男子 末口　広宣 （3回目）
ＲＣ女子 新谷　幸子 （2回目） ＲＣ女子 森田　由美 （初）
ＲＣ壮年男子 山本　　博 （2連勝／2回目） ＲＣ壮年男子 塩田　浩一 （2回目）
ＣＰ男子 佐藤　正八 （2連勝／2回目） ＣＰ男子 種部　浩司 （初）
ＣＰ女子 谷口　裕子 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （初）

第39回 （2006年：平成18年）  秋田県／北秋田市 第40回 （2007年：平成19年）  千葉県／船橋市
ＲＣ一般男子 藤井　康史 （初） ＲＣ一般男子 真島　富矢 （初）
ＲＣ女子 榎本　静香 （初） ＲＣ女子 浅野　真弓 （3回目）
ＲＣ壮年男子 五十嵐 保雄 （初） ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （10回目）
ＣＰ男子 種部　浩司 （2連勝／2回目） ＣＰ男子 増島　善秋 （6回目）
ＣＰ女子 渡邊 ゆかり （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （2回目）

第41回 （2008年：平成20年）  山口県／周防大島町 第42回 （2009年：平成21年）  青森県／青森市
ＲＣ一般男子 天野　良太 （初） ＲＣ一般男子 天野　良太 （2連勝／2回目）
ＲＣ女子 及川　亜由 （初） ＲＣ女子 松下 紗耶未 （初）
ＲＣ壮年男子 松下　和幹 （2連勝／11回目） ＲＣ壮年男子 山本　　博 （3回目）
ＣＰ男子 西田　昌司 （初） ＣＰ男子 工藤　勝浩 （初）
ＣＰ女子 天神　聡子 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （3回目）

第43回 （2010年：平成22年）  長野県／木島平村 第44回 （2011年：平成23年）  三重県／伊勢市
ＲＣ一般男子 菊地　栄樹 （初） ＲＣ一般男子 小林　史弥 （初）
ＲＣ女子 松下 紗耶未 （2連勝／2回目） ＲＣ女子 蟹江　美貴 （初）
ＲＣ壮年男子 五十嵐 保雄 （2回目） ＲＣ壮年男子 松井　孝夫 （初）
ＣＰ男子 山田　　彰 （3回目） ＣＰ男子 塚本　恭司 （初）
ＣＰ女子 伊藤　文子 （初） ＣＰ女子 秋山 なるみ （初）

第45回 （2012年：平成24年）  高知県／香南町 第46回 （2013年：平成25年）  長崎県／佐世保市
ＲＣ一般男子 大野　佑貴 （初） ＲＣ一般男子 吉永　弘幸 （初）
ＲＣ女子 澤出　愛美 （初） ＲＣ女子 澤出　愛美 （2連勝／2回目）
ＲＣ壮年男子 山本　　博 （4回目） ＲＣ壮年男子 山本　　博 （2連勝／5回目）
ＣＰ男子 佐藤　正八 （3回目） ＣＰ男子 島田　隆之 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （4回目） ＣＰ女子 本多 由美子 （2連勝／5回目）

第47回 （2014年：平成26年）  兵庫県／加東市 第48回 （2015年：平成27年）  北海道／赤井川村
ＲＣ一般男子 小林　史弥 （2回目） ＲＣ一般男子 菊地　栄樹 （2回目）
ＲＣ女子 林　　勇気 （初） ＲＣ女子 川中 香緖里 （初）
ＲＣ壮年男子 安藤　智俊 （初） ＲＣ壮年男子 山本　　博 （6回目）
ＣＰ男子 山本　悠太 （初） ＣＰ男子 山本　悠太 （2連勝／2回目）
ＣＰ女子 秋山 なるみ （2回目） ＣＰ女子 本多 由美子 （6回目）

第49回 （2016年：平成28年）  埼玉県／宮代町 第50回 （2017年：平成29年）  広島県／北広島町
ＲＣ一般男子 杉本　翔太 （初） ＲＣ一般男子 佐々木　和真 （初）
ＲＣ女子 佐藤 真奈美 （初） ＲＣ女子 佐藤 真奈美 （2連勝／2回目）
ＲＣ壮年男子 佐藤　光秀 （初） ＲＣ壮年男子 山本　　博 （7回目）
ＣＰ男子 山本　悠太 （3連勝／3回目） ＣＰ男子 島田　隆之 （2回目）
ＣＰ女子 本多 由美子 （2連勝／7回目） ＣＰ女子 櫻田　裕子 （2回目）

第51回 （2018年：平成30年）  青森県／青森市 第52回 （2019年：令和元年）  富山県／黒部市
ＲＣ一般男子 太田　昌平 （初） ＲＣ一般男子 大貫　　渉 （初）
ＲＣ女子 木下 あすか （初） ＲＣ女子 杉本　智美 （初）
ＲＣ壮年男子 山本　　博 （2連勝／8回目） ＲＣ壮年男子 山本　　博 （3連勝／9回目）
ＣＰ男子 山本　悠太 （4回目） ＣＰ男子 山本　悠太 （2連勝／5回目）
ＣＰ女子 本多 由美子 （8回目） ＣＰ女子 永野　美穂 （初）

第53回 （2020年：令和2年）  愛知県／岡崎市 第54回 （2021年：令和3年）  三重県／松阪市
ＲＣ一般男子 杉尾　知輝 （初）
ＲＣ女子 久原　千夏 （初）
ＲＣ壮年男子 山本　博 （4連勝/10回目）
ＣＰ男子 河本　尚己 （初）
ＣＰ女子 櫻田　裕子 （3回目）
ＢＢ男子 坂野　太一 （初）
ＢＢ女子 正木　恵実 （初）

（新型コロナウイルス感染拡大のため中止）
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第55回 （2022年：令和4年）  東京都／江東区 第56回 （2023年：令和5年）  東京都／江東区
ＲＣ一般男子 中西　詢哉 （初） ＲＣ一般男子 戸松　大輔 （初）
ＲＣ女子 杉本　智美 （2回目） ＲＣ女子 杉本　友美 （2連勝/3回目）
ＲＣ壮年男子 山本　　博 （3連勝／11回目） ＲＣ壮年男子 木下　征史 （初）
ＣＰ男子 中村　和音 （初） ＣＰ男子 島田　隆之 （3回目）
ＣＰ女子 櫻田　裕子 （2連勝／4回目） ＣＰ女子 佐藤　真理子 （初）
ＢＢ男子 澤　　博信 （初） ＢＢ男子 岡野　誠之 （初）
ＢＢ女子 遠藤　博美 （初） ＢＢ女子 北村　優衣 （初）

第57回 （2024年：令和6年）  東京都／江東区 第58回 （2025年：令和7年）  東京都／江東区
ＲＣ一般男子 中西　詢哉 （2回目） ＲＣ一般男子
ＲＣ一般女子 野田　紗月 （初） ＲＣ一般女子
ＲＣ壮年男子 内海　啓 （初） ＲＣ壮年男子
ＲＣ壮年女子 三ツ山　香里 （初） ＲＣ壮年女子
ＣＰ一般男子 坂野　太一 （初） RC50＋男子
ＣＰ一般女子 佐藤　真理子 （2連勝／2回目） RC50＋女子
CP50+男子 渡邊　大輔 （初） ＣＰ一般男子
ＢＢ男子 神谷　典幸 （初） ＣＰ一般女子
ＢＢ女子 細野　世名 （初） CP50＋男子

CP50＋女子
ＢＢ男子
ＢＢ女子
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第57回大会（2024年）までの優勝者と優勝回数

ＲＣ一般男子 山 本 博 （11回） 松 下 和 幹 （8回） 末 口 広 宣 （3回） 梶 川 博 （2回）

天 野 良 太 （2回） 小 林 史 弥 （2回） 菊 地 栄 樹 （2回） 中 西 詢 哉 （2回）

南 谷 輝 誉 （1回） 中 本 新 二 （1回） 若 槻 伸 栄 （1回） 杉 本 茂 （1回）

広 瀬 明 （1回） 手 島 雅 樹 （1回） 亀 井 孝 （1回） 宮 田 義 朗 （1回）

草 野 昌 治 （1回） 稲 川 篤 郎 （1回） 別 府 幸 治 （1回） 吉 田 浩 和 （1回）

重谷 圭詞郎 （1回） 島 野 隆 二 （1回） 藤 井 康 史 （1回） 真 島 富 矢 （1回）

大 野 佑 貴 （1回） 吉 永 弘 幸 （1回） 杉 本 翔 太 （1回） 佐々木 和真 （1回）

太 田 昌 平 （1回） 大 貫 渉 （1回） 杉 尾 知 輝 （1回） 戸 松 大 輔 （1回）

ＲＣ一般女子 児 玉 晶 子 （3回） 浅 野 真 弓 （3回） 杉 本 智 美 （3回） 谷 ま ゆ み （2回）

清 水 美 鈴 （2回） 瀬戸口(福田)美枝 （2回） 井 上 典 子 （2回） 早稲田 敦子 （2回）

大 内 愛 （2回） 倉 本 美 幸 （2回） 新 谷 幸 子 （2回） 松下 紗耶未 （2回）

澤 出 愛 美 （2回） 佐藤 真奈美 （2回） 鈴 木 節 子 （1回） 中 島 裕 子 （1回）

秋 山 芳 子 （1回） 岡 崎 芳 子 （1回） 吉 川 宣 子 （1回） 林 秀 子 （1回）

石 津 裕 子 （1回） 穂苅 美奈子 （1回） 近 藤 貴 美 （1回） 井上 鹿代子 （1回）

池 垣 倫 子 （1回） 松 村 洋 子 （1回） 王 喜 啓 （1回） 持 田 牧 （1回）

韓 熙 貞 （1回） 河崎 由加里 （1回） 森 田 由 美 （1回） 榎 本 静 香 （1回）

及 川 亜 由 （1回） 蟹 江 美 貴 （1回） 林 勇 気 （1回） 川中 香緖里 （1回）

木下 あすか （1回） 久 原 千 夏 （1回） 野田(徳川)　紗月 （1回）

ＲＣ壮年男子 松 下 和 幹 （11回） 山 本 博 （11回） 塩 田 浩 一 （2回） 五十嵐 保雄 （2回）

川 名 均 （1回） 谷 川 道 孝 （1回） 広 瀬 明 （1回） 古 橋 照 司 （1回）

湯 村 重 人 （1回） 松 井 孝 夫 （1回） 安 藤 智 俊 （1回） 佐 藤 光 秀 （1回）

木 下 征 史 （1回） 内 海 啓 （1回）

ＲＣ壮年女子 北 原 京 子 （1回） 三ツ山 香里 （1回）

ＣＰ一般男子 増 島 善 秋 （6回） 山 本 悠 太 （5回） 山 田 彰 （3回） 佐 藤 正 八 （3回）

島 田 隆 之 （3回） 種 部 浩 司 （2回） 近 藤 英 之 （1回） 奥 野 明 （1回）

西 田 昌 司 （1回） 工 藤 勝 浩 （1回） 塚 本 恭 司 （1回） 河 本 尚 己 （1回）

中 村 和 音 （1回） 坂 野 太 一 （1回）

ＣＰ一般女子 本多 由美子 （8回） 住吉 ユウ子 （6回） 櫻田（谷口）裕子 （4回） 秋山 なるみ （2回）

佐藤 真理子 （2回） 河 知 子 （1回） 井 尻 律 子 （1回） Ｅ ・ ラブリー （1回）

河 合 暁 子 （1回） 渡邊 ゆかり （1回） 天 神 聡 子 （1回） 伊 藤 文 子 （1回）

永 野 美 穂 （1回）

ＣＰ壮年男子 伊 藤 祐 幸 （1回） 塚 本 恭 司 （1回）

(1994年・1995年のみ開催)

CP50＋男子 渡 邊 大 輔 （1回）

ＢＢ男子 坂 野 太 一 （1回） 澤 博 信 （1回） 岡 野 誠 之 （1回） 神 谷 典 幸 （1回）

ＢＢ女子 正 木 恵 実 （1回） 遠 藤 博 美 （1回） 北 村 優 衣 （1回） 細 野 世 名 （1回）

全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会　優勝回数
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2025年6月19日現在

【アウトドア・リカーブ部門】

一般男子 一般女子

70mラウンド(72射) 大阪府 古川　高晴 692 2018/11/13 70mラウンド(72射) 大阪府 杉本　智美 684 2024/6/23

50＋男子 50＋女子

60mラウンド(72射) 神奈川県 安藤　智俊 642 2024/7/14 60mラウンド(72射) 大阪府 三ツ山　香里 610 2024/10/6

一般男子 一般女子

50mラウンド(72射) 東京都 佐々木 淳二 707 2021/10/10 50mラウンド(72射) 北海道 本多 由美子 693 2018/9/17

マッチラウンド(15射) 熊本県 高宗　瞭羽 149 2025/6/15 マッチラウンド(15射) 東京都 坂本　　円 146 2021/6/6

50＋男子 50＋女子

50mラウンド(72射) 広島県 國光　英徳 693 2024/9/23 50mラウンド(72射) 埼玉県 宮田　悦子 684 2025/6/15

マッチラウンド(15射) 広島県 渡邊　大輔 142 2024/6/30 マッチラウンド(15射) 東京都 佐藤　真理子 144 2024/6/30

一般男子 一般女子

50mラウンド(72射) 東京都 坂野　太一 664 2023/11/26 50mラウンド(72射) 兵庫県 正木　恵実 618 2022/11/6

50＋男子 50＋女子

50mラウンド(72射) 東京都 松浦　寛 631 2024/6/16 50mラウンド(72射) 神奈川県 遠藤　博美 585 2025/3/9

2025年6月14日現在

【アウトドア・リカーブ部門】

一般男子 一般女子

70mラウンド(72射) U.S.A. BRADY ELLISON 702 2019/8/7 70mラウンド(72射) KOREA LIM SIHYEON 694 2024/7/25

50＋男子 50＋女子

60mラウンド(72射) ITALY ALVISE BERTOLINI 678 2011/9/14 60mラウンド(72射) AUSTRALIA DAWN NELSON－FURNELL 662 2018/6/3

一般男子 一般女子

50mラウンド(72射) U.S.A. BRADEN GELLENTHIEN 718 2016/7/13 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN ELLA GIBSON 718 2024/7/14

マッチラウンド(15射) DENMARK MATHIAS FULLERTON 150/13X 2024/7/28 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SARA LOPEZ 150/12X 2022/7/23

50＋男子 50＋女子

50mラウンド(72射) CANADA DIETMAR TRILLUS 708 2011/6/8 50mラウンド(72射) FRANCE SOPHIE DODÈMONT 703 2023/4/18

マッチラウンド(15射) U.S.A. TIMOTHY GILLINGHAM 150/7X 2021/4/10 マッチラウンド(15射) SOUTH AFRICA AMANDA VILJOEN 149 2019/2/3

一般男子 一般女子

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 673 2022/9/17 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN SARAH HOBBARD 639 2023/9/3

50＋男子 50＋女子

50mラウンド(72射) AUSTRALIA MICHAEL FISHER 660 2023/3/14 50mラウンド(72射) NETHERLANDS BAIBA GAILE 629 2021/8/21

日本記録・世界記録

　　　　　　　　　　　　　　日　　本　　記　　録

　　　　　　　　　　　　　　世　　界　　記　　録

【アウトドア・ベアボウ部門】

【アウトドア・コンパウンド部門】

【アウトドア・コンパウンド部門】

【アウトドア・ベアボウ部門】
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ご支援企業・団体

〈プログラム広告掲載企業〉

株式会社ハードオフコーポレーション

株式会社ハスコ・エンタープライズ

株式会社ミキハウス

株式会社エディオン











TX BALANCE
SYSTEM

TX BALANCE 
SYSTEM

VACP SYSTEM

Front Position
(To stiffen a weak arrow)

Back Position
(To weaken a stiff arrow)

Normal Position

プランジャーとレストの位置を移動させることで、矢のクリアラン
スを安定させることを目的とした、新機構(Variable Arrow Cushion 
Point 機構)が搭載された、TOP of TOPのための逸品がついに登場。

新たなアイデアであるTX Balance System(ハンドル下部に比重の異
なるタングステンを内蔵)によって、重心を最適化。

スーパーグラフェンカーボンを採用し、パワーゾーンの位置と角度
を研究し、柔らかなシューティング感覚とスピード感のあるシュー
ティングの両立を実現。

AR技術を駆使した高度なCNC加工によって丁寧に仕上げられた、最
高級のリムが堂々完成

SUPER GRAPHENE 
TECHNOLOGY

SKADI LIMBS
BESTSKADI-TX BEST

SKADI Graphene Limb Strength

Normal FIVICS Limb Strength

Normal Limb Strength Times Fired

5 10 20

28” FULL DRAW DRY FIRE TEST

ARICO ARCHERY GROUP
FFIIVVIICCSS  輸輸入入総総代代理理店店

〒〒119922--00335511
東東京京都都八八王王子子市市東東中中野野552299番番22FF  
EE--mmaaiill  ::  ccoonnttaacctt@@aarriiccoo..ggrroouupp  
TTeell  ::  00442266--8899--44334422

直直接接ののごご購購入入、、
各各販販売売店店様様経経由由ででののごご購購入入等等、、
皆皆様様ののごご要要望望ににおお応応ええいいたたししまますす。。
おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。





信州中野アーチェリーセンター

academy
coaching visit service

���� 年 �月にオープンした信州中野アーチェリーセンタ
ーは、最新の施設を備えたアーチェリー場に近い合宿所、
暖房完備のテント、そしてトレーニング後に疲れを癒せる
温泉施設を提供し、最適なトレーニング環境と快適な休息
を同時に体験できる機会を提供します。

ぜひお気軽にお問い合わせいただき、特別なアーチェリー
体験を始めてみませんか？

ARICOでは、東京、愛知、長野でアカデミープ
ログラムを実施しており、様々な国や組織で実
践経験を積んだコーチが、実技指導を通じて参
加者のスキル向上をサポートしています。アカ
デミーでは、各地域に合わせた指導が行われ、
目標達成に向けたトレーニングが提供されます。

また、ARICOはコーチングビジットサービスも
提供しており、全国どこでも対応可能です。
学校様や団体様の方針や実態に合った改善策を
策定することで、目標達成をサポートします。

Online shop
rental limbs

For More 
Information www.arico.group

幅広いブランドの製品を取り揃えたオンライ
ンショップをご利用いただけます。さらに、
今後コンパウンドも販売予定しておりますの
で、ぜひご期待ください。

お取り寄せ希望の商品がある場合は、お問い
合わせフォームよりご連絡ください。担当者
が �営業日以内に納期をご案内し、オンライ
ンページを作成いたしますので、そちらから
ご購入いただけます。

また、全国どこでも利用可能なレンタルリム
システムもご用意。各サイズ ��～ �� ポンド
まで取り揃えております。

さらに、さまざまなイベントも随時開催して
おりますので、お見逃しなく！

アリコグループは、アーチェリーを通じて
人々の可能性を引き出し、コーチ、選手、
地域社会が協力して成長できる総合的な
アーチェリー環境を提供します。



Wood core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

MK ARCHERYM.K KOREA
mkarchery_japan lim@mk-korea.comwww.mk-korea.commkveracity

弊社へのトップ選手たちの信頼と勝

利は、設立からこれまでの継続的な

新記録樹立で証明されています。

実際に10年以上選手として過ごして

きた社員たちの真心とノウハウは、い

つも現役選手に最適な製品として進

化し続け、今はMK Archeryだけの底

力で、哲学になりました。 

絶え間ないMKの研究と革新は、職人

の揺るぎない精神になり、常に選手

たちの競技力を向上させます。

X CORE ILF LIMBS
X CORE   F LIMBS+

Foam core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

XENON ILF LIMBS
XENON   F LIMBS+

MKXG Riser
ILF Riser / Length_25 / 1,260g

Type_RH / LH / Material_7075 AL 

※ Using the slip-resistant grip

※ Matte Color

RED BLUE GREEN GOLD VIOLET

SILVER BLACK



 

 

祝 第 58 回全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会 

本大会に出場される選手の皆様、頑張ってください！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ライフネット標的畳の特徴 

★継ぎ目がない 

★強固な造りで 

★              

 

 

 
 

 

≪製品仕様≫ 

寸法／Ｗ1350×Ｈ1350×Ｔ55ｍｍ 

価格／ＳＤタイプ 12,100 円（税込） 

ＤＸタイプ 14,300 円（税込） 

※梱包・運搬費は別途料金となります。 

※表面の的紙は含まれておりません。 

   
    ラライイフフネネッットトググルルーーププ（本部：岡山県倉敷市茶屋町 1319） 

ＴＥＬ：0120-320-300 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@lifenet-namba.co.jp 

ＵＲＬ：http://www.lifenet-namba.co.jp 

詳しくは最寄りの店舗か上記までご気軽にお問合せ下さい。 

Target  tatami  of  LIFENET 

当社の標的畳は 
全日本アーチェリー連盟 

公認です。 

≪ＳＤ（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）とＤＸ（ﾃﾞﾗｯｸｽ）の違い≫ 

 ＳＤ：畳の側面部分（断面）が見える状態 

 ＤＸ：畳の側面部分（断面）に加工を施し 

    中身が出てこないようになっています。 

 









株式会社ハスコ・エンタープライズ
〒 543-0033 大阪市天王寺区堂ヶ芝 2 ｰ 5 ｰ 4　TEL. 06 ー 4305 ｰ 1666

www.hasco-archery.com









スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

■ テニス

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に考え、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約、選手と対
等の関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯 西村 佳世
● 選手の支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟にオフィ
シャルパートナーとして支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券




